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（伊良湖港から出航したフェリーのデッキにて）

か
け
が
え
の
な
い
も
の

鳥
羽
伊
良
湖
航
路

︱ 

そ
の
存
続
に
向
け
て 

︱

▲鈴木田原市長（左）へ署名簿を手渡す総代会役
員。（左２人目から）渡会会長・村瀬副会長・山
本副会長　…５月 26 日氺

市
民
の
思
い
を

航
路
存
続
の
力
に

広
報
た
は
ら
５
月
１
日
号
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
新
聞
報
道
な
ど
で
既
報
の
と

お
り
、
３
月
24
日
（
水
）、
伊
良
湖
と
三
重
県

鳥
羽
市
を
結
ぶ
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
に
お
い
て

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
民
間
事
業
者

が
、
経
営
不
振
の
た
め
今
年
９
月
末
を
も
っ

て
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
航
路
は
、
国
道
42
号
の
海
上
区
間
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
水
産
物
輸
送
、
地
域
間
交
流
、
災
害
時
の

代
替
輸
送
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
重
要
航
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
東
三
河
地
域
・
伊
勢
志
摩
地
域
・
愛
知
県
・
三
重
県
と
連
携
し
、

航
路
存
続
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
討
・
活
動
組
織

◦
田
原
市
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
対
策
会
議︵
市
内
関
係
者
：
３
／
24
氺
発
足
︶

◦
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
存
続
対
策
協
議
会
︵
東
三
河
８
市
町

村
の
首
長
、
議
長
、
観
光
・
商
工
関
係
者
：
４
／
８
㊍
発
足
︶

◦
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議
会
︵
中
部
運
輸
局
・
中
部
地
方
整
備
局
・

愛
知
県
・
三
重
県
・
田
原
市
・
鳥
羽
市
関
係
者
：
４
／
28
氺
発
足
︶

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
、
航
路
存
続
へ
の

課
題
や
条
件
の
整
理
、
支
援
策
の
検
討
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
国

や
フ
ェ
リ
ー
関
連
会
社
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
経
過
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

　

フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
存
続
を
願

う
署
名
活
動
が
、
校
区
や
自
治
会
、
観
光
・

商
工
団
体
、各
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

市
内
外
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

14
万
３
千
人
分
の
署
名
が
市
に
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
署
名
簿
は
、「
市
民
の

思
い
」「
地
域
の
力
」
と
し
て
、
国
お
よ
び

県
へ
の
要
望
活
動
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

❖
主
な
署
名
団
体
と
署
名
数
［
６
月
22
日
現
在
］

田
原
市
総
代
会　

３
万
４
５
７
９
人

愛
知
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

３
万
５
９
２
０
人

商
工
会
関
連
︵
東
三
河
地
域
︶　

４
万
３
０
７
７
人

田
原
臨
海
企
業
懇
話
会　

４
９
３
６
人

田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

２
１
３
８
人

市
役
所
関
連
︵
東
三
河
地
域
︶　

４
５
９
２
人

そ
の
他
団
体　

１
万
８
１
４
５
人
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フ
ェ
リ
ー
往
復
と
鳥
羽
水
族
館
見
学
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
プ
ラ
ン
で
す
。

▼
催
行
日
＝
７
月
24
日
圡
・
25
日
㊐
・
31
日

圡
、８
月
１
日
㊐
・
７
日
圡
・
８
日
㊐
・
21
日

圡
・
22
日
㊐
・
28
日
圡
・
29
日
㊐　

▼
内
容

＝
表
の
と
お
り　

▼
対
象
＝
小
学
生
１
名

に
つ
き
保
護
者
２
名
ま
で
／
Ⓐ
Ⓑ
プ
ラ
ン

合
わ
せ
て
先
着
３
５
０
０
名
限
定　

▼
申

し
込
み
＝
電
話
に
て︵
Ⓑ
プ
ラ
ン
は
不
要
︶

▼
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー︵
株
︶伊
良
湖
の
り
ば

　

☎
35
局
６
２
１
７

　

フ
ェ
リ
ー
利
用
当
日
を
含
む
２
日
間
に

限
り
、乗
船
券
の
半
券（
領
収
書
）を
提
示

す
る
と
、各
種
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
期
間
＝
９
月
30
日
㊍
ま
で　

▼
割
引
施

設
な
ど
＝
表
の
と
お
り

区分 Ⓐプラン Ⓑプラン

内　　容

・ロープの結び方講習
　（往路特別室利用）
・操舵室見学
・鳥羽水族館自由見学
・生き物のおはなし

・鳥羽水族館自由見学
　（往復一般室利用）

出航時間
（伊良湖港）

9:20発の便のみ
（要予約：70 名まで）

全便可（予約不要）
（８:10/ ９:20/10:40
11:50/13:00/14:10
15:20/16:30/17:40）

料　　金
（１名）

小学生 2200 円
保護者 4300 円

小学生 2000 円
保護者 4000 円

　

フ
ェ
リ
ー
の
自
転
車
運
送
代
の
割
引

（
１
０
０
０
台
限
定
）を
実
施
し
ま
す
。伊

勢
湾
や
三
河
湾
沿
岸
の
名
所
を
巡
る
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

▼
期
間
＝
９
月
26
日
㊐
購
入
分︵
乗
船
券
︶

ま
で　

▼
運
賃︵
自
転
車
＋
運
転
者
︶＝

①
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
片
道
１
５
０
０
円
／

往
復
２
７
０
０
円
②
名
鉄
フ
ェ
リ
ー
片
道

１
１
５
０
円
／
往
復
２
１
９
０
円　

※
小

人
料
金
あ
り
・
団
体
割
引
不
可

夏
休
み
体
験
学
習

フ
ェ
リ
ー
＆
鳥
羽
水
族
館

自
転
車
で
海
を
越
え
よ
う
！

エ
コ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

フ
ェ
リ
ー
利
用
で

社
会
教
育
施
設
を
割
引

フェリーに乗って
夏を満喫しよう！

第 55 回鳥羽みなとまつりの花火大会（約４千発）を、
フェリーから観覧しませんか！
催行日　7 月 23 日㊎　※順延の場合 7 月 24 日圡
募集人数　450 名（車両不可）
参加費用　大人 1500 円／小人 750 円（往復料金）
行程　伊良湖港を16:30 発までの定期運航便で鳥羽

へ ⇨自由行動⇨ 18:30 鳥羽港でフェリーに乗船
⇨ 20:00 花火観覧 ⇨ 22:00 伊良湖港着

予約方法　7 月 5 日⺼～ 22 日㊍の期間に電話にて
予約先　伊勢湾フェリー（株）☎35局6217
お問い合わせ　鳥羽市観光課☎（0599）25局1155

❖お問い合わせ
田原市観光協会（商工観光課内）

☎23局3516

❖詳細はホームページで
http://www.taharakankou.
gr.jp/

市町村 施設名 大人料金（円）
通常 割引後

田原市

田原市博物館
通常展 210 無料
企画展 600 無料

シェルマよしご 200 無料

伊良湖レンタサイクル
２時間利用 600 無料
１日利用 900 300

豊橋市

豊橋総合動植物公園 600 300
視聴覚教育センタープラネタリウム 150 70
豊橋市美術博物館　企画展　※個人利用に限る ５割引
二川宿本陣資料館 400 200
豊橋市自然史博物館　特別企画展 300 150
こども未来館ここにこ　体験発見プラザ「まち空間」 200 100

豊川市
ジオスペース館　※個人利用に限る 300 150
ふれあい交流館（本宮の湯） 600 300
豊川駅東駐車場　※普通車１回 24 時間まで 500 無料

蒲郡市 生命の海科学館 700 350

新城市 鳳来ゆ～ゆ～ありいな
スポーツ施設 500 400
浴場 600 450

設楽町
田峯城 200 無料
奥三河郷土館 200 無料

東栄町
花祭会館 300 無料
民芸館・博物館 310 無料

鳥羽市 海の博物館 800 560

■割引内容一覧

※一部施設に小人料金の設定があります。

な
つ
か
し
写
真

伊
良
湖
～
鳥
羽
間
に
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
が
就

航
し
た
の
は
、
昭
和
39
年
11
月
の
こ
と
。
伊

良
湖
港
を
出
航
す
る
フ
ェ
リ
ー
を
、
多
く
の

人
々
が
祝
い
ま
し
た
。

伊勢湾フェリー◎鳥羽湾花火クルーズ
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東赤石

東赤石三

福祉
センター西

赤石

汐川橋東

道の駅
田原めっくんはうす

三河田原駅

田原デイサービスセンター

渥美病院

田原駅南
公共駐車場

田原福祉センター内
ふれあい相談センター

★

   『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』

　 お気軽にご相談ください
　女性のウエディングアドバイザーが対応しています。
事前にご連絡いただければ、相談の予約も可能です。
秘密は厳守されますので、安心してお越しください。
●開館日時　午前９時～午後５時（12月29日～１月３日、祝日を除く）

　 イベント参加について
　センター主催のイベントなどに参加する場合は、登録が必要です。
お気軽にお問い合わせください。
●登録方法　ふれあい相談センターで配布するふれあいカード

（社会福祉協議会ホームページからもダウンロード
可）に必要事項を記入し、写真（上半身）を添付のう
え、センター窓口へ提出

▲

社会福祉協議会　ふれあい相談センター（田原福祉センター内）
　☎２３局３００９　２３局３９７０　 hureai@tahara-shakyo.or.jp
　　 http://tahara-shakyo.or.jp/hureai.htm

　

 

結
婚
支
援
へ
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
結
婚
相
談
事
業
を
田
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、多
く
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
22
年
度
か
ら

は
、結
婚
支
援
施
策
担
当
の
専
任
職
員
を
福
祉
課
に

置
い
て
、企
業
や
各
種
団
体
、地
域
な
ど
と
連
携
し
、積

極
的
に
結
婚
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

晩
婚
化
や
未
婚
化
が
進
む
現
代
。こ
れ
ら
は
、少
子
化
や
高
齢
化
の
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
、す
て
き
な

パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
共
に
生
き
、子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
は
、何
物
に
も
替
え
難
い
幸
せ
な
こ
と
。今
回
は
、市
の

未
婚
率
や
皆
さ
ん
の『
婚
活
』を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　　
　

▼
福
祉
課
☎
23
局
３
５
１
２

　

独
身
男
女
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』。

出
会
い
の
場
と
な
る
交
流
会
や
、さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

『
婚
活
』は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

   『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』

　

こ 

ん　

    

か 

つ

〜
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
で
幸
せ
探
し
を
ス
タ
ー
ト
〜

＊婚活とは
「結婚活動」の略。結婚のためには就職活動のように積極的な働きかけが必要になってきた
という考え方によるもの。幸せな結婚のために、さまざまな活動をすること。

　

 

田
原
市
の
現
状

　　

近
隣
の
市
に
比
べ
、未
婚
率
が
高
い
田
原
市
。そ
の

理
由
に
、次
の
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、結
婚
相
手
な

　

ど
を
紹
介
す
る
機
会
が
減
少

●
地
域
の
青
年
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

若
い
男
女
が
出
会
う
場
が
減
少

●
結
婚
へ
の
価
値
観
の
変
化

　

ま
ず
は
、新
し
い
出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の「
ふ
れ
あ
い
相
談
セ

ン
タ
ー
」に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
参
加
者
募
集

□
全
国
に
誇
る
農
業
王
国
体
験「
婚
活
ツ
ア
ー
」

　

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、田
原
の
農
業
の
魅
力
を

発
信
！
自
ら
が
企
画
に
参
加
し
、農
業
を
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。※

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
会
あ
り

▼
対
象
＝
24
〜
35
歳
の
独
身
男
性（
市
内
農
業
後

継
者
）　
▼
開
催
日
＝
９
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）

▼
場
所
＝
市
内（
宿
泊
場
所
：
休
暇
村
コ
テ
ー
ジ
）

▼
定
員
＝
15
名　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
30
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
23
局
３
０
０
９

□
交
流
会・セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
、開
催
中
や
参
加
者
を
募
集
中
の
交
流
会・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
、次
の
通
り
で
す
。詳
し
く
は
、ふ
れ

あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
日
限
定　

ふ
れ
あ
い
交
流
会

●
親
の
た
め
の
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

●
独
身
男
女
の
た
め
の
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

15

20

25

30

35

0
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10
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20
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30

35

40

■初婚者平均年齢の推移 ■近隣市などの未婚率

◎平成12年度までは、田原保健所管内
　（旧田原町、旧赤羽根町、旧渥美町）
◎平成16年度からは、豊川保健所管内
　（豊川市、蒲郡市、田原市、旧宝飯郡）
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夫
妻 男 女（歳） （％）

豊
橋
市

豊
川
市

蒲
郡
市

新
城
市

田
原
市

愛
知
県

林さん山内さん

伊藤さん鈴木さん

私たちウエディ
ングアドバイザ
ーが、ステキな
出会いをお手
伝いします。
お気軽にお越
しください。

●太田さん夫妻
　 （市内在住）

　

交
流
会
参
加
者
の
声

　　

現
在
は
結
婚
さ
れ
、二
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ

た
ご
夫
妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

－

参
加
し
た
き
っ
か
け
は

（
夫
）ス
テ
キ
な
人
と
の
出
会
い
を
求
め
て
。

（
妻
）
新
聞
で
知
り
、
楽
し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
。い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を
求
め
て
。

－

参
加
し
た
感
想
は

（
夫
）和
気
あ
い
あ
い
と
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
妻
）キ
ャ
ン
プ
体
験
や
メ
ロ
ン
狩
り
な
ど
、楽
し
か
っ

た
で
す
。田
原
の
人
は
や
さ
し
い
人
が
多
い
で
す
ね
。

－

こ
れ
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
へ
一
言

（
夫
妻
）
結
婚
は
い
い
も
の
で
す
。ま
ず
は
気
軽
な

気
持
ち
で
、
交
流
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。ス
テ
キ
な
出
会
い
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

私
た
ち
こ
こ
で

出
会
い
ま
し
た
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東赤石

東赤石三

福祉
センター西

赤石

汐川橋東

道の駅
田原めっくんはうす

三河田原駅

田原デイサービスセンター

渥美病院

田原駅南
公共駐車場

田原福祉センター内
ふれあい相談センター

★

   『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』

　 お気軽にご相談ください
　女性のウエディングアドバイザーが対応しています。
事前にご連絡いただければ、相談の予約も可能です。
秘密は厳守されますので、安心してお越しください。
●開館日時　午前９時～午後５時（12月29日～１月３日、祝日を除く）

　 イベント参加について
　センター主催のイベントなどに参加する場合は、登録が必要です。
お気軽にお問い合わせください。
●登録方法　ふれあい相談センターで配布するふれあいカード

（社会福祉協議会ホームページからもダウンロード
可）に必要事項を記入し、写真（上半身）を添付のう
え、センター窓口へ提出

▲

社会福祉協議会　ふれあい相談センター（田原福祉センター内）
　☎２３局３００９　２３局３９７０　 hureai@tahara-shakyo.or.jp
　　 http://tahara-shakyo.or.jp/hureai.htm

　

 

結
婚
支
援
へ
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
結
婚
相
談
事
業
を
田
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
、多
く
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
平
成
22
年
度
か
ら

は
、結
婚
支
援
施
策
担
当
の
専
任
職
員
を
福
祉
課
に

置
い
て
、企
業
や
各
種
団
体
、地
域
な
ど
と
連
携
し
、積

極
的
に
結
婚
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

晩
婚
化
や
未
婚
化
が
進
む
現
代
。こ
れ
ら
は
、少
子
化
や
高
齢
化
の
原
因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
も
、す
て
き
な

パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
共
に
生
き
、子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
は
、何
物
に
も
替
え
難
い
幸
せ
な
こ
と
。今
回
は
、市
の

未
婚
率
や
皆
さ
ん
の『
婚
活
』を
サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。　　
　

▼
福
祉
課
☎
23
局
３
５
１
２

　

独
身
男
女
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』。

出
会
い
の
場
と
な
る
交
流
会
や
、さ
ま
ざ
ま
な
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

『
婚
活
』は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

   『
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
』

　

こ 

ん　

    

か 

つ

〜
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
で
幸
せ
探
し
を
ス
タ
ー
ト
〜

＊婚活とは
「結婚活動」の略。結婚のためには就職活動のように積極的な働きかけが必要になってきた
という考え方によるもの。幸せな結婚のために、さまざまな活動をすること。

　

 

田
原
市
の
現
状

　　

近
隣
の
市
に
比
べ
、未
婚
率
が
高
い
田
原
市
。そ
の

理
由
に
、次
の
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

●
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、結
婚
相
手
な

　

ど
を
紹
介
す
る
機
会
が
減
少

●
地
域
の
青
年
会
が
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

若
い
男
女
が
出
会
う
場
が
減
少

●
結
婚
へ
の
価
値
観
の
変
化

　

ま
ず
は
、新
し
い
出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
、田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の「
ふ
れ
あ
い
相
談
セ

ン
タ
ー
」に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
参
加
者
募
集

□
全
国
に
誇
る
農
業
王
国
体
験「
婚
活
ツ
ア
ー
」

　

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、田
原
の
農
業
の
魅
力
を

発
信
！
自
ら
が
企
画
に
参
加
し
、農
業
を
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。※

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
会
あ
り

▼
対
象
＝
24
〜
35
歳
の
独
身
男
性（
市
内
農
業
後

継
者
）　
▼
開
催
日
＝
９
月
４
日（
土
）〜
５
日（
日
）

▼
場
所
＝
市
内（
宿
泊
場
所
：
休
暇
村
コ
テ
ー
ジ
）

▼
定
員
＝
15
名　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
30
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
23
局
３
０
０
９

□
交
流
会・セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
、開
催
中
や
参
加
者
を
募
集
中
の
交
流
会・

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
、次
の
通
り
で
す
。詳
し
く
は
、ふ
れ

あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
日
限
定　

ふ
れ
あ
い
交
流
会

●
親
の
た
め
の
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

●
独
身
男
女
の
た
め
の
婚
活
セ
ミ
ナ
ー

15
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35
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■初婚者平均年齢の推移 ■近隣市などの未婚率

◎平成12年度までは、田原保健所管内
　（旧田原町、旧赤羽根町、旧渥美町）
◎平成16年度からは、豊川保健所管内
　（豊川市、蒲郡市、田原市、旧宝飯郡）

S55

【出展】愛知県衛生年報 【出展】平成17年国勢調査

H20H19H18H17H16H12H7H2S60

夫
妻 男 女（歳） （％）

豊
橋
市

豊
川
市

蒲
郡
市

新
城
市

田
原
市

愛
知
県

林さん山内さん

伊藤さん鈴木さん

私たちウエディ
ングアドバイザ
ーが、ステキな
出会いをお手
伝いします。
お気軽にお越
しください。

●太田さん夫妻
　 （市内在住）

　

交
流
会
参
加
者
の
声

　　

現
在
は
結
婚
さ
れ
、二
人
の
お
子
さ
ん
に
恵
ま
れ

た
ご
夫
妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

－

参
加
し
た
き
っ
か
け
は

（
夫
）ス
テ
キ
な
人
と
の
出
会
い
を
求
め
て
。

（
妻
）
新
聞
で
知
り
、
楽
し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
の
で
。い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
を
求
め
て
。

－

参
加
し
た
感
想
は

（
夫
）和
気
あ
い
あ
い
と
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
妻
）キ
ャ
ン
プ
体
験
や
メ
ロ
ン
狩
り
な
ど
、楽
し
か
っ

た
で
す
。田
原
の
人
は
や
さ
し
い
人
が
多
い
で
す
ね
。

－

こ
れ
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
へ
一
言

（
夫
妻
）
結
婚
は
い
い
も
の
で
す
。ま
ず
は
気
軽
な

気
持
ち
で
、
交
流
会
な
ど
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。ス
テ
キ
な
出
会
い
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

私
た
ち
こ
こ
で

出
会
い
ま
し
た
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相
談
を
し
た
い
け
れ
ど
…

　

待
ち
に
待
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
新
し
い

命
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
大
切
に
育
て
た
い
と
思

う
一
方
、「
悩
み
を
聞
い
て
も
ら
う
人
が
い

な
い
」
な
ど
、
相
談
相
手
が
身
近
に
い
な
い

こ
と
で
、
不
安
を
感
じ
る
方
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
育
児
不
安
を
解
消
し
、
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
応
援
が
で
き
る
よ
う
に
、

私
た
ち
『
子
育
て
安
心
見
守
り
隊
』
は
誕
生

し
ま
し
た
。

子育て中のパパママの　　
◎子どもと二人きり。息が詰まりそう。

◎困ったときに相談できる友人が近くにいない。

◎夫以外に協力者がいなくて孤独を感じる。

◎育児の何もかも、自分ひとりでつらい。

◎おじいちゃん・おばあちゃん

と育児方針があわない。

◎公園に行くと近所の目が気

になって、落ち着かない。

悩み

地
域
で
子
育
て 

安
心
・
楽
し
く
。

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。『
子
育
て
安
心
見
守
り
隊
』
で
す
。
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
悩
み
を
抱
え
た
り
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
は
、パ
パ
や
ママ
、赤
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
見
守
り
な
が
ら
、子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
って
い
ま
す
。
今
回
は
、

私
た
ち
の
活
動
紹
介
を
通
じ
、安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
に
つい
て
考
え
ま
す
。　

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

▲①同じ地域のパパママ交流（赤ちゃんサロン）②タオルを使ったゆりかご（赤ちゃんサロン）
　③活動報告や子育て研究（フォローアップ研修）④身体測定で成長を記録（赤ちゃんサロン）

た は ら

①

④

②

③
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♥
赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン

　

地
域
の
子
育
て
仲
間
を
見
つ
け
よ
う

　

赤
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に
、
気
軽

に
参
加
で
き
る

『
赤
ち
ゃ
ん
サ

ロ
ン
』。
私
た

ち
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
経
験
を
生
か
し
、「
こ
う
や
っ

て
解
決
し
た
よ
」
と
伝
え
て
み
た
り
、
参
加

者
同
士
が
「
家
で
は
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い

る
？
」
と
情
報
交
換
を
し
た
り
と
、
み
ん
な

笑
顔
で
和
気
あ
い
あ
い
。
同
じ
地
域
の
同
月

齢
ほ
ど
の
赤
ち
ゃ
ん
が
集
ま
る
た
め
、
子
育

て
仲
間
が
見
つ
か
る
な
ど
、
良
い
機
会
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
気
分
転
換
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
＝
校
区
ご

と
に
毎
月
１
回
／

日
程
は
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
に
て

▼
場
所
＝
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
、あ
つ

み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

 

地
域
で
見
守
る 

安
心
子
育
て

　
「
遠
い
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
近
所
の
方

が
、
親
子
に
声
を
か
け
、
談
笑
す
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
で
は
、
声
を

か
け
る
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
り
す
る
な

ど
、
子
育
て
環
境
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
パ
パ
や
マ

マ
の
不
安
を
和
ら
げ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
「
近
所
の
お
ば
さ
ん
」
と

し
て
、
親
子
と
地
域
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
、
私

た
ち
と
一
緒
に
、
子
育
て
奮
闘
中
の
パ
パ
や
マ
マ

を
温
か
く
見
守
って
い
き
ま
し
ょ
う
。

♥
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
お
で
か
け

　

私
た
ち
は
、
活
動
報
告
や
子
育
て
の
研
究

を
行
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
の
情
報
交
換
で
「
赤
ち
ゃ
ん

を
連
れ
て
、
出
か
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
紹

介
で
き
た
ら

い
い
ね
」
と

い
う
意
見
が

あ
が
り
、
子

育
て
情
報
誌

『
子
育
て
応

援
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
し
ま

し
た
。

　

各
種
教
室
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
お

は
な
し
会
な
ど
の
交
流
の
場
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
中
で

も
お
す
す
め
は
、
先
輩
マ
マ
の
目
線
で
、
親

子
で
遊
べ
る
施
設
な
ど
を
手
描
き
の
地
図
で

作
り
あ
げ
た
「
マ
マ
と
も
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
」
で
す
。
子
育
て
仲
間
と
お
出
か
け
す
る

際
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
＝
﹁
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
﹂
時
に
配
布

／
市
役
所
健
康

課
・
あ
つ
み
ラ

イ
フ
ラ
ン
ド
で

も
配
布

子育ての悩み、ご相談ください
私たち『子育て安心見守り隊』は、子育て
経験のある「先輩ママ」が集まって平成 20
年度に結成。今年で３年目になりました。
新たに第３期生も加わり、総勢 32 名で子育
てを応援しています。ひとりで悩まず、私
たちにご相談ください。
▶健康課　　　（市役所内）☎ 23 局３５１５
（あつみライフランド内）☎ 33 局０３８６

▲ベビーマッサージやベビー
　ビクスなども行います

子
育
て
安
心
見
守
り
隊

活
動
紹
介

▲子育て応援ブック

『はぐみんカード』で子育て応援！

愛知県と田原市では、子育て家庭にやさしい社会づ
くりのため、18歳未満の子どもがいる家庭と妊娠
中の方に『はぐみんカード』を配布しています。この
カードを掲示することで、協賛店舗にて、優待を受
けることができます。協賛店舗など詳細は、市ホー

ムページをご覧ください。

▶子育て支援課
☎２3 局３５１３
　 http://www.city.tahara.
     aichi.jp/▲はぐみんカード

│ 7 │　　　　　　　　　　平成22年7月1日



画期的な映像システムを駆使し、北極海から
南極海まで、冷たい氷で覆われた海やサンゴ
礁に彩られる美しい海などに
いる生物の姿を描きます。

上映時間　①10:30～  
　　　　　②13:30～
会　　場　田原文化会館
　　　　　文化ホール

1
　
「
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」は
、携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
、市
内
の「
防
災
」「
防

犯
」な
ど
の
情
報
を
受
信
で
き
る
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

昨
年
の
台
風
18
号
や
今
年
の
津
波
警
報

発
令
の
際
、メ
ー
ル
の
送
信
に
時
間
が
か

か
り
、情
報
提
供
が
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、７

月
１
日
付
け
で
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行

い
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
シ
ス
テ
ム
の
特
長

◦
配
信
速
度

メ
ー
ル
の
配
信
完
了
ま
で
が
１
～
２
分

程
度
に
な
り
ま
す
。（
旧
シ
ス
テ
ム
で
は

約
15
分
）

◦
メ
ー
ル
形
式

テ
キ
ス
ト
形
式
で
、解
除
用
ア
ド
レ
ス

の
リ
ン
ク
が
添
付
さ
れ
ま
す
。（
旧
シ
ス

テ
ム
で
は
テ
キ
ス
ト
の
み
）

※
登
録
さ
れ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個

人
情
報
は
、暗
号
化
し
厳
重
に
保
護
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

◦
す
で
に
ご
利
用
中
の
方

再
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。ご
利
用

中
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、更
新
の
ご

安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
更
新
の
お
知
ら
せ

案
内
を
送
信
し
て
い
ま
す
の
で
、案
内

に
従
っ
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
新
た
に
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

❶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
＝﹁
救
急
・
災

害
﹂メ
ニ
ュ
ー
の﹁
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ

ー
ル
﹂の
案
内
に
従
い
登
録

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

❷
携
帯
電
話
か
ら
＝
カ
メ
ラ
付
携
帯
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
る

か
、登
録
用
メ

ー
ル
ア
ド
レ

ス︵tahara.anshinanzen@
fofa.jp

︶

を
入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
、返

信
さ
れ
る
メ
ー
ル
の
案
内
に
従
い
登
録

◦
登
録
方
法
な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

▼
防
災
対
策
課

23
局
３
５
４
８

夏休みの親子向けイベントです。
楽しくってためになる催しをたくさんご用意してお待ちしています。

日時　7月25日［日］　午前９時30分～午後4時

場所　田原文化会館一帯

内容　
（新エネ・省エネなどのパネル展示、太陽光・風力発電などの企業
ブース、エコエネクイズ、出張リサイクルプラザ　など）

（生物多様性条約第10回締約国会議《C
コ ッ プ テ ン

OP10》普及啓発事業、
参加型アトラクションの実施　など）

　　　
（愛知県のブース、プラグインハイブリッド車の展示　など）

　　　
（五平餅づくり教室、炭生館紹介コーナー、食品の安全安心なん
でも相談コーナー、どんぐり工房、本のガレージセール、菜の花
エコの紹介、行灯づくり教室、牛乳パックで小物作り　ほか）

※ただし、当日午前
９時30分から会場
で配布する整理券

が必要です。

入場無料

詳しくは、ＰＲチラシでお知らせします。　　▶エコエネ推進室23局7401

で、あなたの団
体の「エコ活動」を紹介してみませんか？エ
コエネ推進室までご連絡ください。

応募期間　7月15日（木）まで

ＱＲコード

（各社共通）

（登録画面イメージ）
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医療費の助成制度

◦対象　※所得制限があります

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した日
の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療グループ 　　☎23局3514
国保年金グループ ☎23局2149

❖子ども医療費助成

❖母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・ひとり暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

❖後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
青
色

見 
本

見 

本

見 

本
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医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
◦内容
精神障害治療に必要な次の費用を助成します。

【通院】 医療費の自己負担額
【入院】 医療費の自己負担額の半額（精神障害者保健福祉手帳１・２級所持者は全額）
◦申請に必要なもの

【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
【入院】 保険証、印鑑、診断書（精神障害者保健福祉手帳）

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方

◦内容
医療を受けたとき、自己負担が１割（現役並みに所得がある方は３割）にな
ります。（平成23年３月31日まで１割、以後は２割の予定）

◦発行について
該当者へ誕生日の翌月に郵送します。（１日生まれの方は当月）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月
31日（土）までに新しい受給者証を郵送します。

◉有効期限が平成22年７月31日の母子家庭等医療費受
給者証・後期高齢者福祉医療費受給者証・障害者医療
費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済みでない
方は、更新手続きが必要です。対象になると思われる
方で、通知が届かない場合はお問い合わせください。

▼保険年金課☎23局３５１４

子ども（乳幼児）医療費受給者、障害者医療費受給者の方
で、福祉給付金支払証明書をお持ちの方は、市役所保

険年金課・赤羽根市民センター・渥美支所市民生活課のいず
れかで福祉給付金の申請を行ってください。なお、障害者医
療受給者の福祉給付金制度は本年７月31日で終了します。

◉必要な書類
福祉給付金支払証明書（オレンジ色）または入院時の医
療機関の領収書、印鑑、通帳など振込先のわかるもの

❖国民健康保険　高齢者医療費給付

❖障害者医療費助成

❖精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく ７月は福祉給付金の申請月です

見 

本

見 

本

見 
本

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
白
色
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

5

6

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市（
姉
妹

都
市
）と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
・
ギ
ブ
ソ
ン
郡（
友
好

都
市
）の
学
生
と
教
員
ら
18
名
が
、中
学
生
海
外
交

流
事
業
と
し
て
田
原
市
を
訪
れ
ま
し
た
。生
徒
た

ち
は
市
内
の
学
校
を
訪
問
し
、交
流
を
深
め
ま
し

た
。

学
校
給
食
の

お
味
は
い
か
が
？

６
月
14
日［
月
］

　

長
野
県
阿
南
町（
友
好
都
市
）の
小
学
５
年
生
45

名
が
和
地
小
学
校
を
訪
れ
、同
小
４
～
６
年
生
と

交
流
を
行
い
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、和
地
海
岸
で

自
己
紹
介
と
名
刺
交
換
を
し
た
後
、ガ
ラ
ス
石
や

貝
殻
拾
い
な
ど
の
海
岸
散
策
を
一
緒
に
楽
し
み
、

交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

笑
顔
も
お
土
産
だ
ね

海
と
山
の
交
流
！

６
月
３
日［
木
］

　

田
原
を
美
し
く
す
る
推
進
デ
ー
が
市
内
全
域
で

行
わ
れ
、約
２
万
人
が
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。今
年
で
18
年
目
を
迎
え
る
こ
の
活
動
。「
き
れ
い

な
街
は
み
ん
な
の
手
で
」を
合
言
葉
に
、清
潔
で
魅

力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、各
地
域
で
ご
み
拾
い
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 み

ん
な
の
力
で

き
れ
い
な
ま
ち
に

６
月
６
日［
日
］

▲初めての日本の学校給食に興味津々の様子でした（中山小学校）

▲６月23日（水）～25日（金）には、和地小４・５年生が阿南町を訪問しました

▲みんなで協力してごみ拾い。きれいになるとうれしいね！
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

5

6

　

愛
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ「
や
し
の
実
投

流
」が
沖
縄
県
石
垣
島
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
催

し
は
、島
崎
藤
村
の
叙
情
詩「
椰
子
の
実
」を
再
現
し

よ
う
と
昭
和
63
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、今

回
で
23
回
目
。参
加
し
た
38
名
が
、船
上
か
ら
や
し

の
実
１
１
０
個
を
投
げ
入
れ
、約
１
６
０
０
キ
ロ
離

れ
た
伊
良
湖
岬
へ
の
漂
着
を
願
い
ま
し
た
。

　

第
50
回
目
を
迎
え
た
伝
統
の
田
原
凧
ま
つ
り
。

は
な
の
き
広
場
周
辺
で
行
わ
れ
た「
け
ん
か
凧
合

戦
」に
は
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
、熱
い
空
中
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
５
月
22
日（
土
）に
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
初
凧
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、多
く
の
家
族
が
鮮
や
か
な
祝
い
凧
を
揚

げ
て
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
祝
い
ま
し
た
。

黒
潮
の
流
れ
に
乗
り

届
け
伊
良
湖
岬
へ
！

６
月
15
日［
火
］

▲市内には、平成13年に和地海岸に流れ着いています

風
を
よ
み

戦
い
に
挑
む

５
月
30
日［
日
］

▲雨天により１週間延期されたけんか凧合戦。第50回記念にふさわしい盛り上がりをみせました
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み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
す
「
健
康
た
は
ら
21
計
画
」
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。
親
し
み
や
す
く
、
覚
え
や
す
い

愛
称
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方　

▼
応
募
＝
７
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
①
健
康
課
ま
た
は
渥
美
支
所
・
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）・
あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
に
あ
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
配
布
場
所
に
あ

る
応
募
箱
へ
提
出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

②
任
意

の
様
式

の
場
合

は
、
愛

称
・
愛

称
を
付

け
た
理
由
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は

が
き
に
て
※
は
が
き
の
場
合
は
、
当
日
消

印
有
効　

▼
賞
品
＝
選
考
に
よ
り
決
定
し

た
採
用
作
品
１
点
に
贈
呈
（
同
名
応
募
複

数
の
場
合
は
抽
選
）／
応
募
者
の
中
か
ら
抽

選
で
20
名
に
記
念
品
を
進
呈　

▼
発
表
＝

広
報
た
は
ら
に
掲
載
予
定
（
採
用
者
に
は

直
接
通
知
）

❖
留
意
点

❖
名
称
は
未
発
表
の
も
の
で
、
一
人
１
点
と

し
、
共
同
作
品
で
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

❖
採
用
さ
れ
た
名
称
の
す
べ
て
の
権
利

は
、
田
原
市
に
帰
属
し
ま
す
。

❖
採
用
者
の
氏
名
お
よ
び
市
町
村
名
を
公

表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
個
人
情
報
は
適
正
に
管
理
し
、
今
回
の

名
称
募
集
に
必
要
な
業
務
の
み
に
使
用

し
ま
す
。

▼
健
康
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

kenko@
city.tahara.aichi.jp

　

突
然
の
事
故

や
病
気
か
ら
幼

い
命
を
守
る
た

め
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
持
つ

お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

23
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
・
託
児

利
用
の
有
無
を
明
記
）
※
託
児
を
希
望
の

方
は
、
７
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　

▼
そ
の
他
＝
修
了
証

を
講
習
修
了
後
に
交
付

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

kenko@
city.tahara.aichi.jp

　

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者　

▼
開
催
日
／
場
所
／
定
員

＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午
前
10
時

～
午
後
１
時
30
分　

▼
参
加
料
＝
１
名

１
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
23
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
そ
の
他

＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ

ン
ダ
ナ
）・
上
靴
（
子
ど
も
の
み
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議
会

（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

健
康
た
は
ら
21
計
画

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

▲イメージキャラクター

親
子
料
理
教
室　

参
加
者

パ
パ
マ
マ
普
通
救
命
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者

開催日 場所 定員

8/5（木）

田原
福祉センター

15 組8/6（金）

8/7（土）

8/20（金） あつみ
ライフランド

10 組
8/21（土）

■親子料理教室
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第
３
回
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
活
動
団
体

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
田
原
市
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
男
女
が
お
互

い
を
尊
重
し
、
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
を

目
指
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
概
要

◦
主
催
＝
田
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会

◦
テ
ー
マ
＝
男
女
を
隔
て
る
意
識
の
解
消

◦
日
時
＝
９
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

◦
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
、
ロ
ビ
ー
ほ
か

▼
応
募
資
格
＝
「
男
女
を
隔
て
る
意
識
の

解
消
」
を
実
現
し
て
い
る
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
資
す
る
活
動
ま
た
は
自

己
実
現
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

▼
参
加
内
容
＝
パ
ネ
ル
展
示
・
手
づ
く
り
物

品
販
売
・
教
室
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
交
流

会
な
ど　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う

え
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／

申
込
書
は
市
民
協
働
課
で
配
布
す
る
ほ
か

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
そ
の
他
＝
事
前
打
合
せ
会
議
あ
り

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

語
り
部
の
カ
リ
ス
マ
細
川
律
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
読
み
聞
か
せ
会

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
８
月
１
日
（
日
）

午
後
３
時
～
４
時　

▼
場
所
＝
中
央
図
書

館
お
は
な
し
の
部
屋

■
語
り
の
会

▼
対
象
＝
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
方　

▼
日
時
＝
８
月
１
日
（
日
）
午
後
７
時
30

分
～
９
時　

▼
場
所
＝
池
ノ
原
会
館
和
室

◦
共
通
事
項

▼
定
員
＝
30
名　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
14
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
ま
た
は
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
／

同
伴
者
の
氏
名
も
記
入
）　

▼
主
催
＝
子

ど
も
の
心
と
体
プ
ロ
ジ
ェク
ト
実
行
委
員
会

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

運
動
す
る
機
会
の
な
い
方
や
体
力
に
自

信
の
な
い
方
、
腰
痛
・
肩
こ
り
・
認
知
症
予

防
の
た
め
に
、運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方　

▼
日
時
＝
７
月
21
日
～
８
月
25

日
の
毎
週
水
曜
日
／
午
前
10
時
～
11
時
30

分　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館　

第

２
武
道
場　

▼
講
師
＝
大
林
祐
二
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）　

▼
定
員
＝
25
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
14
日（
水
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
内
容
／

参
加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
20
名

（
先
着
順
）
／
夏
休
み
の
昔
体
験
は
定
員

な
し　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
夏
休
み
期
間
中
は
、
小
・
中

学
生
の
入
館
料
が
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

第
３
回
田
原
市
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

読
み
聞
か
せ
会
・語
り
の
会

参
加
者

は
じ
め
て
の
シ
ニ
ア
運
動
教
室

受
講
生

■吉胡貝塚資料館夏休み講座
日時 講座名 内容 参加料

8/1（日）
9：00～12：00 土器作り

粘土をこねて土器をつくります。
8/22（日）13：00～16：00には、火
をおこして、作った土器を焼きます。

300円

8/4（水）
９：00～12：00 貝紫の染物 古代人が染めた紫色を再現します。 400円

8/7（土）
9：30～15：30

本格派
貝のアクセサリー

海岸で貝を拾いオリジナル貝アクセサ
リーを作ります。 200円

8/3（火）～10（火）
9：00～17：00

（受付は15：00まで）

夏休みの昔体験
　弓矢作り 竹で弓矢を作ります。 200円
　鹿の角
　アクセサリー

石で鹿の角を切りアクセサリーを作りま
す。 200円

吉
胡
貝
塚
資
料
館
夏
休
み
講
座

参
加
者

▲昨年の様子
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家
庭
に
お
け
る
介
護
の
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
介
護
・
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
日
時
／
内
容
＝
①
８
月
３
日
（
火
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
／
ボ
デ
ィ

メ
カ
ニ
ク
ス
を
利
用
し
た
体
位
変
換
と
移

乗
②
８
月
27
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
／
排
泄
の
介
助
の
方
法
と

実
際　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
７
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

■
豊
橋
田
原
食
育
体
験
講
座

　

～
ホ
テ
ル
で
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　

豊
橋
・
田
原
の
旬
～

　

旬
の
食
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
ラ
ン

チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ
ェ
フ
や
生
産

者
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
８
月
４
日
（
水
）
正
午
～
午
後

２
時　

▼
場
所
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ

ュ
豊
橋　

▼
講
師
＝
酒
井
淳
氏
（
ホ
テ
ル

総
料
理
長
）、
地
元
の
生
産
農
家
ほ
か

▼
定
員
＝
25
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

▼
受
講
料
＝
３
５
０
０
円
（
食

事
代
）　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
21
日
（
水
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

■
豊
橋
田
原 

産
直
農
業
体
験
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

　

あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
や
Ｊ
Ａ
豊
橋
・

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
の
販
売
店
な
ど
に
あ
る

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

▼
期
間
＝
７
月
17
日
（
土
）
～
10
月
24
日

（
日
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
応
募
方
法

＝
田
原
市
役
所
、
各
ラ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

あ
る
応
募
用
紙
に
３
つ
ス
タ
ン
プ
を
集

め
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送
／
10

月
28
日
（
木
）
必
着　

▼
賞
品
＝
地
元
農

畜
産
物
の
詰
め
合
わ
せ
、
商
品
券
、
ペ
ア

食
事
券
な
ど

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要

豊
橋
市
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

　

info_nosei@
city.toyohashi.lg.jp

＜応募要領＞
◉応募資格　市内在住・在勤・在学の方
◉募集部門　❶小学生の部
　　　　　　❷中学生の部
　　　　　　❸一般の部（高校生含む）
◉募集期間　７月15日㊍～９月15日氺
◉画材など　画材・材料は自由（紙や布など絵の具

材料だけに限らない）、画用紙の大き
さは四つ切、八つ切、もしくはそれに
準じた大きさ

◉応募方法　部門❶❷および部門❸のうち高校生
は各学校へ、部門❸のうち高校生以
外は郵送にてエコエネ推進室または
エコエネ推進室、渥美支所市民生活
課、赤羽根市民センターのいずれか
へ直接持参

◉賞　　部門別に最優秀賞、優秀賞、入選を選出／
　　　　賞状と副賞を贈呈／11月に表彰予定
◉発表　広報、市ホームページにて12月に発表予定
◉主催　田原市
　　　　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会

▶問合先
　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局
　（エコエネ推進室内）
　〒４４１－３４９２（住所不要）
　☎23局７４０１　
　　23局０１８０
　　ekoene@city.tahara.aichi.jp
　　http://www.city.tahara.aichi.jp/

平成22年度地球温暖化防止啓発ポスター 募集
田原市では、市民一人ひとりが環境に配慮したエコライフを実践するとともに、あらゆる活動を通して地

球温暖化防止に努め、環境との共生による豊かで持続するまちづくりを推進するため、平成20年11月3日
に「地球温暖化防止都市宣言」を行いました。
　そこで、地球温暖化防止活動をさらに推進するための啓発ポスターを募集します。

豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議

講
座
受
講
者
・イ
ベ
ン
ト
参
加
者

家
庭
介
護
の
た
め
の
ハ
ー
ト
フ
ル

ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー　

受
講
生
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▼
申
し
込
み
＝
７
月
26
日
（
月
）
～
８
月

４
日
（
水
）
の
期
間
に
消
防
本
部
（
市
役

所
南
庁
舎
３
階
）
ま
た
は
消
防
署
・
各
分

署
に
あ
る
受
験
願
書
に
て

▪
第
２
回

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
９
月
12
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類

＝
甲
種
１
・
２
・
３
・
５
類
、乙
種
第
１
・
２
・

３
・
５
・
６
類　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
26
日

（
月
）
～
８
月
４
日
（
水
）
の
期
間
に
消

防
本
部
（
市
役
所
南
庁
舎
３
階
）
ま
た
は

消
防
署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
て

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
的
に
省
エ
ネ
資
材
導
入
補
助
事

業
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住

宅
や
施
設
を
持
つ
市

民
・
事
業
者　

▼
補

助
対
象
＝
複
層
ガ
ラ

ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
、

断
熱
材
な
ど
の
省
エ
ネ
資
材
の
導
入
事

業
（
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
着
手

し
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

る
も
の
）　

▼
補
助
額
＝
総
事
業
費
（
補

助
対
象
施
設
整
備
費
）
の
３
分
の
１
（
上

限
５
万
円
）　

▼
申
請
期
間
＝
８
月
２
日

（
月
）
～
31
日
（
火
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
心
身
と

も
に
健
康
な
方
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
操
作
が
で
き
る
方　

▼
採
用
期
間
＝

８
月
２
日
～
平
成
23
年
３
月
31
日　

▼
勤

務
場
所
＝
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　

▼
勤
務
内
容
＝
会
員
・
就
業
の
管

理
、
見
積
り
・
契
約
事
務
な
ど　

▼
勤
務

形
態
＝
原
則
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
１
０
０
０
円　

▼
選
考
方

法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申

し
込
み
＝
７
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
（
写
真
を
添
付
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出

▼（
社
）田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
23
局
１
４
３
８

　

４
月
か
ら
児
童
手
当
制
度
が
子
ど
も
手

当
制
度
に
移
行
し
、
６
月
（
７
日
ま
た
は

３
０
日
）
に
指
定
口
座
へ
振
込
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
振
込
の
対
象
と
な
っ
た
方
は

次
に
該
当
す
る
方
で
す

◦
平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
で
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
（
申
請
手
続
き

な
ど
は
不
要
）

◦
平
成
22
年
４
月
１
日
に
お
い
て
中
学
校

２
・
３
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
、

申
請
を
済
ま
さ
れ
た
方

◦
平
成
22
年
３
月
31
日
に
お
い
て
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
中
学

校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

の
う
ち
、
申
請
を
済
ま
さ
れ
た
方

　

対
象
と
な
っ
た
方
へ
は
、
支
払
通
知
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
に

は
、
子
ど
も
手
当
の
振
込
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
お
早
め
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
つ
い
て
は
、
広
報
た
は
ら
４
月

１
日
号
14
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

▪
第
１
回

▼
対
象
＝
一
般　

▼
試
験
日
＝
９
月
５
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類

＝
甲
種
特
類
・
４
類
、
乙
種
４
・
７
類　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員（
指
導
員
）

『
子
ど
も
手
当
』の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

消
防
設
備
士
試
験

複
層
ガ
ラ
ス
な
ど
の

省
エ
ネ
資
材
導
入
補
助
事
業

飲酒運転を根絶！
愛知県は飲酒運転事故

連続ワースト1
田原市から飲酒運転をなくしましょう。

◉飲酒運転四
し

ない運動
◦運転するなら酒を飲まない
◦酒を飲んだら運転しない
◦運転する人に酒をすすめない
◦酒を飲んだ人に運転させない

▶市民協働課　☎23局３５０４
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６
月
か
ら
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１

年
に
１
度

は
自
分
の

健
康
状
態

を
知
る
た

め
に
、
必

ず
健
診
を

受
け
ま
し

ょ
う
。

　

受
診
の

際
は
必
ず

受
診
券
と
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
免
除
な
ど
の
期
間

◦
平
成
22
年
７
月
～
平
成
23
年
６
月

※
７
月
中
は
平
成
21
年
7
月
～
平
成
22
年

６
月
の
申
請
も
可
能

▪
平
成
22
年
１
月
１
日
以
後
に
田
原
市
に

転
入
さ
れ
た
方

　

前
住
所
地
の
平
成
22
年
度
の
所
得
証

明
（
控
除
額
記
載
の
も
の
）
が
必
要
で

す
。

▪
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
失
業
さ
れ
た
方

　

失
業
を
示
す
書
類
（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

▪
平
成
21
年
の
台
風
18
号
で
被
災
さ
れ
た
方

　

世
帯
員
の
家
財
そ
の
他
財
産
が
被
災

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。

※
学
生
の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
一
部
対
象
外
の
学

校
あ
り
）。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
３

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

　

現
在
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か

ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
を
、
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
簡
易
書
留
郵

便
で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留
郵
便

は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま
た
は
署
名
が

必
要
で
す
。
配
達
時
に
不
在
の
場
合
、
郵

便
受
け
に
案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便

局
支
店
へ
再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ

く
か
、
直
接
受
け
取
り
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。）

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

を
郵
送
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
と
身
分
証
明

書
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
色
が
、
若
草
色
か
ら
青
色
に

変
り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

へ
受
診
す
る
際

は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
医

療
機
関
の
窓
口

に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

農
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お

答
え
す
る
た
め
、
農
地
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
校
区
ご
と
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

が
、
都
合
の

悪
い
方
は
他

の
時
間
帯
で

も
利
用
で
き

ま
す
。

　

相
談
は
無

料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す

の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
８
月
２
日
（
月
）
／
校
区
ご
と

の
時
間
割
り
振
り
は
表
の
と
お
り　

▼
場

所=

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽

根
支
所
）
３
階
第
一
委
員
会
室　

▼
申
し

込
み
＝
当
日
、受
付
に
て（
先
着
順
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
23
局
３
５
１
９　

22
局
３
８
１
７

農
地
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

校区 開設時間

田原東部、童浦、田原南部、
田原中部、衣笠、神戸、大草、
野田、六連 10：00 ～ 12：00

高松、赤羽根、若戸

泉、清田、福江、中山、亀山、
伊良湖、堀切、和地 13：30 ～ 15：30

■農地相談

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

受
診
券
は
届
き
ま
し
た
か
？

健
診
は
お
早
め
に
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弁
護
士
に

よ
る
東
三
河

県
民
生
活
プ

ラ
ザ
法
律
相

談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

消
費
者

問
題
・
多

重
債
務
な

ど
で
お
困
り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
～

３
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

す
方
①
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
（
以

下
、「
保
健
分
野
な
ど
」）
で
合
計
５
年
以

上
（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以
上
）
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
②
保
健
分
野
な
ど
の
業

務
に
従
事
し
、
勤
務
地
が
愛
知
県
に
あ
る

方
③
か
つ
て
保
健
分
野
な
ど
の
業
務
に
従

事
し
、
現
在
、
愛
知
県
在
住
の
方　

▼
試

験
日
＝
10
月
24
日
（
日
）　

▼
申
し
込
み

＝
７
月
２
日
（
金
）
～
30
日
（
金
）
の
期

間
に
市
役
所
福
祉
課
に
あ
る
受
験
願
書
に

記
入
の
う
え
郵
送
に
て

▪
願
書
郵
送
先

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
係
（
〒
４
６
０

－
０
０
０
２　

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
２

－
４

－

７
愛

知
県
社
会
福
祉
会
館
３
階
）

　

☎（
０
５
２
）２
０
９
局
２
２
７
０

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

　

ご
家
庭
で
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
の
苦
労
や
不
安
、
分
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
、

皆
さ
ん
で

話
し
合

い
、
相
談

す
る
場
で

す
。
お
気

軽
に
ご
参

加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
＝
７
月
27
日
（
火
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
渥
美
福
寿
園　

▼
内
容

＝
褥じ

ゅ
く
そ
う
瘡
（
床
ず
れ
）
に
つ
い
て
、
座
談
会

▼
申
し
込
み
＝
７
月
25
日
（
日
）
ま
で
に

電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
家
族
介
護
者
交

流
会
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
て
開
催

▼
渥
美
福
寿
園
☎
34
局
６
６
８
８

　

お
盆
前
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

集
中
し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
み

取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
（
計
画
収
集
地
区

の
方
は
除
く
）
は
、
電
話
に
て
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

▪
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◦
便
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
は
水
を
入
れ
な

い
と
汚
物
な
ど
が
下
が
ら
ず
、
き
れ
い

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
留
守

に
す
る
と
き
は
、
水
（
バ
ケ
ツ
２
杯
程

度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０　

45
局
３
５
３
７

　

平
成
22
年
度
採
用
自
衛
官
希
望
者
に
対

し
、
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
防
衛

大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
、
航
空
学
生
、

看
護
学
生
、一般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

生
（
新
制
度
）
に
進
学
ま
た
は
就
職
を
お

考
え
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
22
年
度
に
18
歳
～
26
歳
に

な
る
方
（
父
兄
同
伴
可
） 　

▼
日
時
＝
８

月
７
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時（
随

時
、
個
別
説
明
）　

▼
場
所
＝
田
原
文
化

会
館
１
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

無
料
巡
回
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「社会を明るくする運動」
～強化月間～

7月1日（木）～7月31日（土）

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が犯罪や
非行の予防と罪を犯した人たちの更生について理解を
深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非
行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　この機会に、犯罪や非行のない地域社会づくりを進
めるため、一人一人が立ち止まり、考えてみましょう。
▶福祉課☎23局３５１２

自
衛
官
制
度
説
明
会

第
13
回
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

家
族
介
護
者
交
流
会
を
開
催

お
盆
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！
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面
、
無
帽
、
無
背
景
の
も
の
）
※
顔
写

真
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
民
課
で

撮
影
し
ま
す
。

2
運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き

田
原
警
察
署
交
通
課
で
、
運
転
免
許
証

の
返
納
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証

3
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
手
続
き

再
度
、
受
領
を
希
望
す
る
ご
本
人
が
市

役
所
市
民
課
で
、
警
察
署
で
交
付
さ
れ

た
「
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。
住
基
カ
ー
ド
と
交
通

安
全
グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

❖
留
意
点

❖
無
料
交
付
は
一
人
１
回
限
り
で
す
。

❖
申
請
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
を

希
望
す
る
ご
本
人
が
、
市
民
課
窓
口
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖
申
請
期
間
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
日
か
ら
1
年
以
内
で
す
。

❖
事
前
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

通
常
の
心
肺

蘇
生
法
で
は

対
応
で
き
な

い
心
肺
細
動

の
発
症
時
に
、

心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
動
き
を
取

り
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
で
10
名
以
上
の
市
民
が
参

加
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者　

▼
条
件
＝
医
療
従
事
者
ま
た

は
普
通
救
命
講
習
受
講
者
の
配
置　

▼
使

用
料
＝
無
料　

▼
貸
出
期
間
＝
7
日
以
内

▼
申
し
込
み
＝
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接

ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

／
申
請
書
は
福
祉
課
で
配
布
す
る
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
貸
出
・
返
却
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
福
祉
課
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

に
は
、
本
人
確
認
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、

公
的
な
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

各
種
証
明
書
の
請
求
時
に
も
役
立
ち
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
取
得
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▪
活
用
例

◦
戸
籍
の
届
出
や
各
種
証
明
書
の
請
求
時

◦
銀
行
口
座
の
新
規
開
設

◦
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行　

な
ど

▼
交
付
場
所
＝
市
民
課
（
市
役
所
南
庁
舎

１
階
）　

▼
必
要
な
も
の
＝
公
的
な
身
分

証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑　

▼
手

数
料
＝
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

　

高
齢
者
の
交
通

安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
、
70
歳
以

上
の
有
効
期
限
前

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
に
、
身
分
証
明

と
し
て
利
用
で
き
る
「
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）」
を
無

料
で
交
付
し
ま
す
。

▪
受
領
の
手
順

1
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き

運
転
免
許
証
の
返
納
手
続
き
を
行
う
前

に
、
住
基
カ
ー
ド
の
受
領
を
希
望
す
る

ご
本
人
が
、
市
役
所
市
民
課
で
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
顔
写
真
（
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
／
縦
45
㎜
×

横
35
㎜
の
パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
／
正

ご
存
じ
で
す
か
？

「
住
基
カ
ー
ド
」

▲住民基本台帳カード（見本）

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
の
た
め
の

住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
免
除
事
業

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す

エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

　▲ＡＥＤ
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学
校
教
育
や

子
育
て
に
つ
い

て
困
り
ご
と
や

悩
み
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

学
校
運
営
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム

は
、
小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
な
ら
び
に

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
が
健
全
に
行
え

る
よ
う
に
、
学
校
、
保
護
者
な
ど
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
期
間
＝
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
の
月
～

金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
相
談
員
＝
臨
床
心

理
士
、
教
育
関
係
者
な
ど　

▼
申
し
込
み

＝
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に

小
・
中
・
高
校
入
学
予
定
で
障
害
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
直
接
電
話
で
各
養
護
学

校
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各

学
校
で
は
、

体
験
入
学
以

外
の
日
に
も

随
時
相
談
に

応
じ
て
い
ま

す
。

▪
豊
川
養
護
学
校

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
子
ど
も　

▼
期
日
＝
７
月
21

日
（
水
）、
10
月
25
日
（
月
）　

▼
住
所
＝

豊
川
市
平
尾
町
門
田
77

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▪
豊
橋
養
護
学
校

▼
対
象
＝
手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も　

▼
期
日
＝
９
月
３
日
（
金
）、
10
月
22
日

（
金
）　

▼
住
所
＝
豊
橋
市
西
口
町
西
ノ
口

25

－

10

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▪
大
府
養
護
学
校

▼
対
象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
子
ど
も

▼
期
日
＝
10
月
15
日
（
金
）、
11
月
16
日

（
火
）　

▼
住
所
＝
大
府
市
森
岡
町
尾
坂
田

１

－

11

　
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
、
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な
ど
（
事

変
地
の
区
域
、
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付

金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御

労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
限
＝
平
成
23
年
3
月
31
日

▼
そ
の
他
＝
ご
連
絡
は
、
ご
本
人
ま
た
は

ご
家
族
な
ど
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

▪
問
い
合
わ
せ
先

▼
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

（
〒
１
０
０

－

８
９
２
６　

東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
２

－

１

－

２
）　　
　

☎（
03
）５
２
５
３
局
５
１
８
２

　
（
03
）５
２
５
３
局
５
１
９
０

▼
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

　

も
や
せ
る
ご
み
の
中
に
、
異
物
が
混
ざ

っ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
や
せ
る
ご
み
は
、
炭
生
館
で
処
理
し
て

お
り
、
金
属
な
ど
の
異
物
が
混
入
す
る

と
、
ご
み
処
理
機
の
故
障
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

　

も
や
せ

る
ご
み
を

出
す
時
に

は
、
次
の

こ
と
に
注

意
し
て
出

す
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う
。

◦
長
い
ひ
も
状
の
も
の
は
、
30
㎝
以
内
に

切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

◦
缶
な
ど
、
金
属
を
混
ぜ
て
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

◦
大
型
の
も
の
（
40
㎝
以
上
の
も
の
）
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い

◦
生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
を
し
て
か

ら
出
し
て
く
だ
さ
い

◦
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

『
学
校
運
営
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
』に

ご
相
談
く
だ
さ
い

養
護
学
校
体
験
入
学

内
閣
総
理
大
臣
名
の
賞
状
を

贈
呈
し
ま
す

「
も
や
せ
る
ご
み
」の
分
別
に

ご
協
力
を
！
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◉
７
月
24
日
圡　

※
小
雨
決
行

縄
文
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
吉
胡
か
ら
親
子
で

起
こ
そ
う
縄
文
の
風
」

　

縄
文
時
代
の
住
居
や
食
事
を
作
り
、
古

代
の
生
活
を
体
験
し
ま
す
。

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

時
間
▼
正
午
～
午
後
６
時
ご
ろ

場
所
▼
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園

定
員
▼
50
組（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
▼
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
▼
７
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
）

主
催
▼
お
や
じ
の
力
縄
文
の
風
体
験
実
行

委
員
会

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

◉
７
月
25
日
㊐

あ
つ
ま
れ
得
す
る
サ
マ
ー
フ
ェ
ア
２
０
１
０

　

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

◉
７
月
31
日
圡

～
豊
橋
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

伊
良
湖

岬
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
～

　

東
三
河
で
活
動
す
る
青
少
年
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
、
渥
美
半
島
の
生
徒
に
オ
ー
ケ
ス

◉
７
月
11
日
㊐

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
、
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
」展
示
解
説

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

ト
ラ
の
響
き
を
届
け
ま
す
。
一
般
の
方
の

入
場
も
可
能
で
す
。

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

主
催
な
ど
▼
主
催
＝
豊
橋
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　

共
催
＝
田
原
市
生
徒
指
導
連
絡

協
議
会　

後
援
＝
田
原
市
教
育
委
員
会

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

◉
７
月
31
日
圡

緑
が
浜
公
園
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
大
会

第
３
回
男
子
ダ
ブ
ル
ス

時
間
▼
午
後
４
時
～
10
時

定
員
▼
８
組（
先
着
順
）

参
加
料
▼
３
０
０
０
円

申
し
込
み
▼
７
月
17
日
（
土
）
ま
で
に
電

話
に
て

▼
緑
が
浜
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

☎
23
局
２
６
６
３　

23
局
２
６
６
３

◉
８
月
６
日
㊎

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
癒
し
⋮
絵
画
を
生
活
の
中
に
～
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
渥
美
を
描
い
て
～

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト

JULJUL

7

開催時間 ▼午前８時30分
～午後２時

集合場所 ▼田原文化会館
第１駐車場

内　　容 ▼海上から田原臨海企業団地の見
学や水質調査など海の環境学習
を行います。

対　　象 ▼市内の小学生とその保護者
定　　員 ▼40名（保護者は児童１名あたり

２名まで／子どものみの参加
は小学４年生以上）

参 加 料 ▼無料
申し込み ▼申込書（小学校で配布または企業

立地推進室・環境衛生課に設置）
に必要事項を記入のうえ７月16日

（金）までに直接またはＦＡＸにて
／応募者多数の場合は抽選

▼企業立地推進室
　☎２３局３５４９　 ２３局０６６９

開催時間 ▼午前８時30分

三河港子どもクルーズ2010
参加者募集！　  7月28日氺

月
の
イ
ベ
ン
ト

AUGAUG

8
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◉
８
月
15
日
㊐

龍
宮
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
11
時
～

場
所
▼
白
谷
海
水
浴
場

内
容
▼
浦
島
太
郎
に

扮ふ
ん

し
た
子
ど
も
が
、

張
り
ぼ
て
の
ウ
ミ

ガ
メ
に
乗
り
沖
に

出
て
、
大
漁
と
海
の

安
全
を
祈
り
ま
す
。

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
８
月
18
日
氺　

※
雨
天
決
行

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ツ
ア
ー
２
０
１
０

　
「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構

想
」
を
実
現
す
る
た
め
、
エ
コ
施
設
な
ど

を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し

た
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所
▼
市
役
所
・
渥
美
支
所
・
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）

内
容
▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
紹
介
、
炭
生
館
、
翔
運
輸
㈱
田
原

物
流
セ
ン
タ
ー
の
見
学
な
ど

定
員
▼
30
名（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
ま
た

は
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／
申
込
書
は
エ

コ
エ
ネ
推
進
室
で
配
布
す
る
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

ekoene@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

★前売りチケットの取り扱い
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売しな
ければ、翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から電話
予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

堀内孝雄コンサート
　70年代、アリスのメンバーとして活躍した"ベーやん"
の名で親しまれるシンガー・ソングライターです。　

日 時　９月３日（金）午後６時30分開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　6,300円　当日500円増

高校生以下500円引き
※未就学児の入場不可

チ ケ ッ ト　７月11日（日）午前９時から
渥美文化会館で前売り開始

（整理券配布なし）
提 携 先　㈱サンデーフォークプロモーション

田原市納涼寄席
三遊亭圓歌親子会
日 時　８月22日（日）午後２時開演

（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,000円　当日500円増※未就学児の入場不可

８/22 ㊐ 

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

7月8日㊍・8月12日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

全席指定

※未就学児の入場不可

チケット

販売中

9/3 ㊎ 
全席指定

優秀映画鑑賞推進事業

なつかしのアニメ
名作映画鑑賞会
日 時　10月２日（土）①午後２時30分＝長靴をはいた猫
　　　　　　　　　　　　　 ②午後６時30分＝火垂るの墓

10月３日（日）①午前10時30分＝西遊記
　　　　　　 ②午後２時＝太陽の王子 ホルスの大冒険
※いずれも30分前開場

場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　500円（全作品をご覧いただけます）
チ ケ ッ ト　８月８日（日）午前９時から各文化会館で前売り開始

10/2 圡・3 ㊐ 
全席自由
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た
っ
ぷ
り
食
べ
よ
う
！

　
　
　
　
　
「
野
菜
１
日
３
５
０
㌘
」

❖
た
っ
ぷ
り
野
菜
で「
が
ん
・
心
臓
病
」
予
防

　

皆
さ
ん
は
、
普
段
の
食
事
で
ど
れ
く
ら
い

野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
野
菜
に
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
る
栄
養
素
（
カ
リ
ウ
ム
・
食
物

繊
維
・
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
）
は
、

❶
き
れ
い
な
血
管
を
保
つ

❷
腸
内
を
掃
除
す
る

❸
が
ん
の
予
防
に
効
果
的
に
働
く

な
ど
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

❖
ど
れ
く
ら
い
野
菜
を
食
べ
て
い
る
の
？

　

野
菜
は
、
１
日
３
５
０
㌘
食
べ
る
と
よ
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
海
藻
や
き
の
こ
類
を

含
む
）。
し
か
し
、
国
の
「
平
成
20
年
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
日
本

人
１
人
当
た
り
の
野
菜
摂
取
量
は
、
２
９
５

㌘
程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
市
の「
健

康
た
は
ら
21
計
画
」ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
野
菜
料
理
を
１
日
３
皿
以
上
食
べ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
成
人
の
割
合
は
49
・
５
％
で
、

野
菜
料
理
を
食
べ
る
機
会
の
少
な
い
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

❖
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

野
菜
３
５
０
㌘
を
と
る
に
は
、
野
菜
料
理

を
１
日
に
合
計
で
５
皿
食
べ
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。

❖
田
原
発
「
お
い
し
い
野
菜
」

　

田
原
市
は
全
国
№
１
の
農
業
地
域
で
す
。

地
元
の
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
今
よ
り
一
皿
多

く
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（クッキングコース） ８月２４日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター 妊娠中の方　※予約制

貧血予防の調理実習、栄養の話、交流会など

離乳食教室
８月１１日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話８月１８日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談

８月　２日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）８月　３日（火）  9：30 ～ 10：30 赤羽根福祉センター

８月２０日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

7月4日（日）
丸山医院 ☎33局0313
平野歯科医院 ☎22局0214

7月11日（日）
北山クリニック ☎23局3946
山内歯科医院 ☎23局1525

7月18日（日）
國見医院 ☎22局0756
仲谷歯科医院 ☎23局2327

7月19日（月・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

7月25日（日）
渡会医院 ☎45局2516
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

月　日 当直医 電話番号

8月1日（日）

富永医院 ☎23局1316
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
まち眼科 ☎22局2710
すずき歯科 ☎23局0033

8月8日（日）
藤岡医院 ☎32局1515
おおかわ歯科 ☎22局4182

8月15日（日）
永井医院 ☎22局0227
惣卜歯科医院 ☎45局2066

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

ほうれん草の
おひたし
60g

冷やしトマト
70g

かぼちゃの煮物
70g

具だくさんのみそ汁
70g

レタスと
キュウリのサラダ

80g野菜350gの目安野菜350gの目安

※料理例の重量はあくまでも一例です。

◉３５０㌘の野菜でどんな料理ができるかな？
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8月  2日（月）・9日（月）・13日（金）・16日（月）・２3日（月）・
　３０日（月）

7月 ５日（月）・９日（金）・１２日（月）・２０日（火）・２６日（月）

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース ７月展示コ
ーナー

おはなし会

◎一般 「再発見！鳥羽⇔伊良湖フェリー展」
７月7日氺～８月12日㊍

〝お糸船〟や〝フェリー〟など、田原とも縁の深い〝伊
勢・鳥羽〟の歴史や文化を学び、観光名所やグルメス
ポットなどをチェックしてみませんか。

◎こどもしつ 「夏読２０１０」
７月10日圡～８月31日㊋
この夏の〝おすすめ本〟を集めてお待ちしています。
夏休みの宿題の読書感想文にもご利用ください。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／８月７日（土）15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／７月14日（水）10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
※７月はお休みします

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／７月18日（日） ・８月7日（土）10:30～　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／７月10日（土）・８月７日（土）14:00～
　　　７月24日（土） 10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

 ♥かがくあそび「“ひかり”のふしぎ」
光は、本当に無色かな？レインボー
スコープで確かめてみよう！

▼日時＝７月27日（火）午後２時～

▼対象＝小学生

▼場所＝中央図書館　こどもしつ

▼定員＝20名（先着順）

▼申し込み＝７月６日（火）午前10時から中央図書
館カウンターへ直接または電話にて
※定員になり次第、申し込みを締め切ります

▼問い合わせ＝中央図書館　☎23局４９４６

 ♥手作り教室「牛乳パックではがきを作ろう」
牛乳パックを細かく砕いて、手すき
の〝はがき作り〟に挑戦してみよう！

▼ 日時＝８月１日（日）午前10時
15分～正午（予定）　 ▼対象＝市内
の園児・小学生（園児は要付き添い）

▼場所＝渥美文化会館　料理研修室

▼定員＝15名（先着順）　 ▼持ち物＝水気をとるタ
オル２枚　 ▼申し込み＝７月10日（土）午前10時か
ら渥美図書館カウンターへ直接または電話にて
※定員になり次第、申し込みを締め切ります

▼問い合わせ＝渥美図書館　☎33局１１１４

　

こ
の
春
、
田
原
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
皆

さ
ん
、
も
う
図
書
館
に
は
足
を
運
ば
れ
ま
し

た
か
？

　

以
前
、
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
知

人
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
ア
メ
リ
カ
人
が
引
っ
越
し
を

し
た
と
き
に
、
最
初
に
行
く
の
は
図
書
館
な

ん
だ
よ
。
地
域
の
情
報
が
一
番
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
み
ん
な
知
っ
て
い
る
か
ら

ね
。」
で
も
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
の
話

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
の
図
書
館
で
は
、
田
原
を
知
る
た

め
に
役
立
つ
資
料
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

本
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
見
ら
れ
る
映

像
資
料
や
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

免
許
証
な
ど
の
現
住
所
を
証
明
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
貸
出
カ
ー
ド
を
そ
の
場
で
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　

私
も
３
月
に
田
原
に
引
っ
越
し
て
き
た

ば
か
り
で
す
が
、
図
書
館
に
は
本
当
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
利
用
し
な
い
と
も
っ
た
い
な

い
で
す
よ
！

ぜ
ひ
、
図
書

館
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
）

田
原
ラ
イ
フ
は
図
書
館

で
ス
タ
ー
ト
！

「図書館講座」を開催します

※どちらも、参加者またはご家族の方がお申し込みください
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両手を前に伸ばし、両足は
腰幅に開いてひざを曲げ、背
中を丸くして座る。

息を吐き、お腹を引き締めな
がら、背中を丸めたままゆっく
り後ろに倒れる。

そのまま両手を体の横に広
げ、ゆっくり一呼吸する。

息を吸い、吐きながら体をひ
ねらせて右手を後ろに伸ば
す。床から10ｃｍ程度浮いた
状態で一呼吸。
息を吸いながら　の姿勢に
戻り、左も同じように行う。
生涯学習課　２３局3531

ゆっくりとした動きでひねりを取り入れた、座ったまま
行うエクササイズです。簡単な動きですが、意識して
動くことにより、お腹の深層筋が鍛えられます。少し
きついエクササイズですが、続けることでウエストラ
インがきれいになります。

簡単なエクササイズでウエ
ストすっきり！

１

２

４

３

１

２

３

３

４

２5２5

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「ミサンガ」
ミサンガを作って願いごとか
なえよう！
開催期間
◦７月１日（木）～16日（金）
　※日曜は除く

◉７月
が つ

のチャレンジ

「脳
の う

トレ仕
し き

切り益
ま す

」
まずは簡単な三角形からチャレンジ
してみよう！
開催期間
◦７月１日（木）～31日（土）

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

広報秘書課 ２２　０１３８

アナログ デジタル 12

■街角ネットたはら番組表

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送

（次回の放送は８月を予定）

放送日 内　容

～7/8
愛のココナッツメッセージ PART23

「やしの実」投流
防災カレッジ

7/9～7/22
ジョージタウン姉妹都市提携20周年
記念式典

活
い

き活
い

き農業セミナー

7/23～8/5
赤羽根小学校「ボディーボード体験」
シェルマよしご体験講座紹介

５日（月）、12日（月）、20日（火）、
26日（月）

７ 月のお休み

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦７月15日（木） 午前10時30分～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦７月21日（水） 午前10時～

▲上手に編めるかな？ ▲どんどん難しい形に挑戦してみよう！
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7

の

月８月２日

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

今月　納税・使用料

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　
『
婚
活
』
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
○
○
○
相
談
セ
ン
タ
ー
で
幸
せ
探
し

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

２　

７
月
25
日
（
日
）
に
あ
つ
ま
れ
得
す

る
サ
マ
ー
○
○
○
を
開
催
し
ま
す
。

３　

市
で
は
、
東
三
河
地
域
・
伊
勢
志

摩
地
域
・
愛
知
県
・
三
重
県
と
連
携
し
、

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
存
続
に
向
け
て
の

○
○
○
○
を
進
め
て
い
ま
す
。

４　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
で
、
市
内
の

「
防
災
」「
防
犯
」
な
ど
の
情
報
を
受
信

で
き
る
「
安
心
安
全
ほ
っ
と
○
○
○
」。

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
ご
利
用
中
の

方
は
、
お
手
数
で
す
が
再
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
「
図
書
カ

ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
７
月
21
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
６
月
号
の
答
え
】
あ
じ
さ
い

（
応
募
総
数
51
通
中
、正
解
50
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

1

2

4

人身16件（98件）
負傷21人（125人）
死亡０人（０人）
物損110件（583件）

火災3件（14件）
救急159件（863件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗4件（29件）
乗物盗8件（28件）
非侵入盗6件　（34件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

５月

田原警察署　 23局０１１０

◉夏休みこそ子どもたちと対話を！

　間もなく、楽しい夏休みがやって来ます。しかし、休みの
間、解放感などから『喫煙』『飲酒』『深夜はいかい』などの
不良行為や、『自転車・オートバイ盗』などの犯罪で補導され
る子どもたちがあとを絶ちません。また、凶悪で粗暴な犯罪
の被害に遭ったり、出会い系サイトなどで知り合った相手か
ら性的被害を受けたりするケースもあります。
　子どもたちを非行や犯罪から守るために、まずご家庭で、
夕食のひとときや休日などを利用して、親子で話す機会を増
やしていただきたいと思います。
　また地域で、非行少年などが立ち直るための居場所づく
りのため、スポーツ・文化・ボランティア活動などに参加できる
機会を、積極的に提供していきましょう。

非行の芽 はやめにつもう みな我が子
地域ぐるみで有害な環境をなくしま
しょう！

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると
　節水率が開始されるライン（節水率検討）

6/20現在
96.2％

3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20 6/1 6/10 6/20

海開きも間近です！今年も田原の海で楽しく遊びましょう。
●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美湾

1月 3月 5月 8月 11月 2月 5月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう。

環境基準◎馬草沖・渥美湾 2㎎/ℓ以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖 8㎎/ℓ以下
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N
o.669 平

成
22

年
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月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,513人　総人口

33,624人　男性

32,889人　女性

21,663世帯世帯数

37人出生 51人死亡

86人転入 114人転出

－42人増減 ※増減は５月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年6月１日現在）

みんなで植えた野菜を観察して

描きました。

木や雲が立体的に見える
ように、納得できるまで色
をつくり、塗り方など工夫
することができました。

評 評
田原中学校２年

藤江利育くん

ザリガニの、強そうなはさみ

を描くのが難しかったよ。

　　　　　　　　　　　　つよ

　　えが　　　　　 むずか

　　　　　　　と し　や す

　　　　　　あ さ   　と　　　　　　はる   き　

田原中学校１年

渡邊美南さん
　 み　  な み

福江保育園

村田春輝くん（５歳）

河合   美恵子 先生

青木
   美智子
 先生

小久
保

 咲江
 先生 福江保育園

芳賀麻人くん（５歳）

全体にクリーム色の下地
を塗り、上に色を重ねる
ことにより、深みのある色
合いを表現できました。

評 大好きなザリガニをよく見て、いろいろな
発見をしながら、楽しく描くことができま
した。

だい す　　　　　　　　　　　　　　　　　　         み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　はっ けん　　　　　　　　　　　　 たの     　　　えが　　

 　　　　　　　　　　　　　　　 

評 キュウリの赤ちゃんを見つけてうれしかった
気持ちを、しっかりと絵に描くことができまし
たね。

　　   　　　　　　　　 あか       　　　　　　　み
　　　　　　

 き    も　　　　　　　　　　　　　　　　え　　　えが

水彩画水彩画

　　　　　　　　　う　　　　   や  さい　　かんさつ

えが

▼
撮
影
の
た
め
に

初
め
て
登
っ
た
衣

笠
山
。対
岸
ま
で
見

渡
せ
る
絶
景
に
感

動
し
ま
し
た
。パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
俯
瞰
す
れ
ば
、

ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
眺
め
な
の
で

し
ょ
う
か
。そ
の
た
め
に
必
要
な
の

は
、ラ
ン
チ
ャ
ー
台
を
駆
け
て
飛
び

出
す
勇
気
。翼
を
広
げ
て
新
し
い
世

界
に
飛
び
立
つ
に
は
、相
応
の
覚
悟

が
必
要
な
よ
う
で
す
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
有
り
体
に
言
っ
て
、私
は
高
所
恐

怖
症
で
あ
り
ま
す
か
ら
、飛
行
機
以

外
で
空
を
飛
ぼ
う
な
ん
て
発
想
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、目
の
前

で
優
雅
に
空
中
へ
飛
び
出
す
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
は
美
し
く
、「
や
っ
て
み
た

い
か
も
」と
思
わ
せ
る
魅
力
が
あ
り

ま
し
た
。こ
の「
美
し
い
」と
い
う
の
が

肝
で
、や
は
り
何
事
も
感
性
が
刺
激

さ
れ
な
い
と
、人
の
心
は
動
か
な
い

の
だ
な
あ
と
、形
か
ら
入
る
こ
と
が

得
意
な
私
は
思
う
の
で
し
た
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】
衣
笠
山
か
ら
飛
び
立
つ
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー（
撮
影
協
力
＝
桑
原
誠
さ
ん〔
加
治
町
〕）
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